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1. 2025年3月期第1四半期の連結業績（2024年4月1日～2024年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期第1四半期 24,221 0.3 444 105.6 604 57.0 428 54.7

2024年3月期第1四半期 24,154 12.8 216 △16.0 384 7.2 277 △7.1

（注）包括利益 2025年3月期第1四半期　　967百万円 （89.6％） 2024年3月期第1四半期　　510百万円 （△47.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期第1四半期 109.28 ―

2024年3月期第1四半期 70.66 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年3月期第1四半期 40,710 27,300 67.1 6,955.80

2024年3月期 40,247 26,928 66.9 6,861.96

（参考）自己資本 2025年3月期第1四半期 27,300百万円 2024年3月期 26,928百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― ― ― 150.00 150.00

2025年3月期 ―

2025年3月期（予想） ― ― 150.00 150.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 105,000 0.2 2,700 △7.6 3,000 △16.0 2,100 △15.6 535.12

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期1Q 4,026,000 株 2024年3月期 4,026,000 株

② 期末自己株式数 2025年3月期1Q 101,191 株 2024年3月期 101,652 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年3月期1Q 3,924,578 株 2024年3月期1Q 3,923,663 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達

成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の収束に伴う社会活動の正常化、

インバウンド需要の持ち直し等、経済活動も正常に向かいつつあります。一方で世界経済は、ロシアによるウクラ

イナ侵攻問題の継続、物価高騰及び金融不安等、依然先行き不透明な状況が続いております。

水産物卸売市場業界におきましては、高単価商材をメインとして扱う外食、観光関連需要は堅調に推移したもの

の、内食需要は食料品価格やエネルギー価格等、円安に伴う様々な分野での値上げが続いていることによる生活防

衛意識の高まりから、消費者の節約志向が強まったことで減退傾向が見られるなど、引き続き厳しい事業環境で推

移いたしました。

このような状況のなか当社グループは、市場環境の変化や仕入価格上昇等の影響を、最小限にとどめられるよう

諸経費全般の見直しなど一層の効率化に注力するとともに、引き続き消費者ニーズの変化に対応した集荷・販売に

努め、仕入先との協働、きめ細かい営業や販売先への協力、グループ会社間での連携、収益率を重視した効率的な

取引に注力する事により、経営基盤の強化を図ってまいりました。

また、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、消費者の健康意識や食の安全安心への意識が一層高まるととも

に、取引先の要望も多様化してきており、これに応えるべく集荷・販売への機動性確保と、消費者の皆様の豊かで

魅力的な食生活の創出を第一義に考えた商品提供に取り組んでまいりました。

サステナビリティに関しては、ESG（Environment：環境、Social：社会、Governance：ガバナンス）の観点から

持続可能なオペレーション並びにサプライチェーンを追求することや、商品やサービスの提供による社会課題解決

への貢献と企業価値の持続的成長を目指すことを基本理念として策定いたしました「東都水産グループサステナビ

リティ基本方針」に則り、ESG経営への取組みを進めてまいりました。

当第１四半期連結累計期間の売上高は、取扱数量の増加等により、前年同四半期連結累計期間と比べ0.3％増加

の24,221百万円となりました。

営業利益は、雑費及び貸倒引当金繰入額等が減少し、前年同四半期連結累計期間と比べ105.6％増加の444百万円

となりました。

経常利益は、受取配当金等の増加により、前年同四半期連結累計期間と比べ57.0％増加の604百万円、親会社株

主に帰属する四半期純利益は前年同四半期連結累計期間と比べ54.7％増加の428百万円となりました。

　セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

　①水産物卸売事業

売上高につきましては、取扱数量の増加等により、前年同四半期連結累計期間と比べ0.3％増加の23,048百万円

となりました。セグメント利益は、雑費及び貸倒引当金繰入額が減少したことにより、前年同四半期連結累計期間

と比べ45.3％増加の402百万円となりました。

　②冷蔵倉庫及びその関連事業

売上高につきましては、水産物の製造加工の取扱高の減少等により、前年同四半期連結累計期間と比べ0.2％減

少の1,006百万円となりました。原材料費の上昇に伴う経費の増加等により、セグメント損失17百万円（前年同四

半期連結累計期間はセグメント損失96百万円）となりました。

　③不動産賃貸事業

売上高につきましては、既存管理物件の稼働率が減少したこと等により、前年同四半期連結累計期間と比べ

2.0％減少の166百万円となりました。セグメント利益は、減価償却費等が減少した結果、前年同四半期連結累計期

間と比べ14.2％増加の59百万円となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べ462百万円増加し、40,710百万円とな

りました。流動資産は、前連結会計年度末と比べ337百万円増加し、23,988百万円となりました。主な要因は、現

金及び預金が194百万円増加したことによるものです。固定資産は、前連結会計年度末と比べ125百万円増加し、

16,722百万円となりました。主な要因は、投資その他の資産、その他に含まれる投資有価証券が199百万円増加し

たことによるものです。

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末と比べ90百万円増加し、13,410百万円となりま

した。流動負債は、前連結会計年度末と比べ249百万円増加し、8,007百万円となりました。主な要因は、支払手形

及び買掛金が418百万円増加したことによるものです。固定負債は、前連結会計年度末と比べ158百万円減少し、

5,402百万円となりました。主な要因は、長期借入金が216百万円減少したことによるものです。

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比べ371百万円増加し、27,300百万円とな

りました。主な要因は、為替換算調整勘定が416百万円増加したことによるものです。

この結果、自己資本比率は、67.1％（前連結会計年度末66.9％）となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期の連結業績予想につきましては、2024年５月28日に発表しました数値から変更ありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,666 9,861

受取手形及び売掛金 8,076 7,629

商品及び製品 4,838 4,797

仕掛品 1 14

原材料及び貯蔵品 94 116

その他 1,368 1,975

貸倒引当金 △394 △406

流動資産合計 23,651 23,988

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,046 3,003

土地 3,406 3,410

その他（純額） 1,063 1,051

有形固定資産合計 7,516 7,464

無形固定資産

漁業権 4,786 4,705

その他 326 334

無形固定資産合計 5,112 5,040

投資その他の資産

その他 4,121 4,369

貸倒引当金 △153 △153

投資その他の資産合計 3,967 4,216

固定資産合計 16,596 16,722

資産合計 40,247 40,710

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,753 4,171

短期借入金 2,238 2,297

未払法人税等 427 219

賞与引当金 86 178

株主優待引当金 1 1

その他 1,251 1,139

流動負債合計 7,757 8,007

固定負債

長期借入金 2,538 2,321

退職給付に係る負債 403 408

株式給付引当金 37 36

役員株式給付引当金 58 63

資産除去債務 119 119

その他 2,404 2,453

固定負債合計 5,561 5,402

負債合計 13,319 13,410

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,376 2,376

資本剰余金 1,085 1,085

利益剰余金 20,253 20,085

自己株式 △260 △259

株主資本合計 23,454 23,287

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,308 1,440

繰延ヘッジ損益 0 △0

土地再評価差額金 522 522

為替換算調整勘定 1,402 1,818

退職給付に係る調整累計額 240 231

その他の包括利益累計額合計 3,473 4,012

純資産合計 26,928 27,300

負債純資産合計 40,247 40,710
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年６月30日)

売上高 24,154 24,221

売上原価 22,685 22,603

売上総利益 1,468 1,617

販売費及び一般管理費 1,252 1,172

営業利益 216 444

営業外収益

受取利息 32 44

受取配当金 70 90

為替差益 4 20

貸倒引当金戻入額 31 －

補助金収入 0 －

その他 35 15

営業外収益合計 175 170

営業外費用

支払利息 4 6

その他 2 4

営業外費用合計 7 10

経常利益 384 604

特別利益

固定資産売却益 2 27

特別利益合計 2 27

税金等調整前四半期純利益 387 631

法人税、住民税及び事業税 68 194

法人税等調整額 41 8

法人税等合計 109 202

四半期純利益 277 428

親会社株主に帰属する四半期純利益 277 428

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年６月30日)

四半期純利益 277 428

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 163 132

繰延ヘッジ損益 △3 △0

為替換算調整勘定 73 416

退職給付に係る調整額 △1 △9

その他の包括利益合計 233 538

四半期包括利益 510 967

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 510 967

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱い

に従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期財務諸表への影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当第１四半期連結会計期間の期首から適

用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連

結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。
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（追加情報）

（従業員に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

１.株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）

　当社は株価及び業績向上への従業員の意欲や士気を高めるため、従業員に対して自社の株式を給付するインセ

ンティブプラン「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」を導入しております。

（１）取引の概要

　一定の要件を満たした従業員に対し当社株式を給付する仕組みで、個人の貢献度等に応じてポイントを付与

し、一定の条件により受給権を取得したときに当該付与ポイントに相当する当社株式を給付します。従業員に対

し給付する株式については、予め信託設定した金銭により将来分も含め取得し、信託財産として分別管理を行い

ます。

（２）信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額は除く。）により純資産の部に自己株式

として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度82百万円、41千株、当第１四

半期連結会計期間81百万円、40千株であります。

２.株式給付信託（ＢＢＴ）

　当社は取締役（社外取締役を除く。）に対する業績連動型株式報酬制度として「株式給付信託（ＢＢＴ）」を

導入しております。

（１）取引の概要

　当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託を通じて取得され、取締役に対して、当社が定める役員株式

給付規程に従って、当社株式及び当社株式を時価で換算した金額相当の金銭が本信託を通じて給付される業績連

動型株式報酬制度です。なお、取締役が当社株式等の給付を受ける時期は、原則として取締役の退任時となりま

す。

（２）信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額は除く。）により純資産の部に自己株式

として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度65百万円、12千株、当第１四

半期連結会計期間65百万円、12千株であります。
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前第１四半期連結累計期間
（自  2023年４月１日

至  2023年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年６月30日）

減価償却費 113百万円 125百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
（注）1

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）2

水産物卸
売事業

冷蔵倉庫
及びその
関連事業

不動産賃
貸事業

計

売上高

外部顧客への売上高 22,975 1,008 170 24,154 － 24,154

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 140 29 169 △169 －

計 22,975 1,148 199 24,323 △169 24,154

セグメント利益又は損失（△） 277 △96 52 232 △16 216

（単位：百万円）

報告セグメント

調整額

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）

水産物卸
売事業

冷蔵倉庫
及びその
関連事業

不動産賃
貸事業

計

売上高

外部顧客への売上高 23,048 1,006 166 24,221 － 24,221

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 82 35 117 △117 －

計 23,048 1,088 202 24,338 △117 24,221

セグメント利益又は損失（△） 402 △17 59 444 － 444

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）1．セグメント利益又は損失の調整額△16百万円は、セグメント間取引に係る棚卸資産の調整額等であ

ります。

2．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年６月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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